

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































津子にその出生の真相を告白しない。毅平の事実を告白しない反而に作者のもう―つ 意図が存在 て る。現実社会のなかで、親の素行のせいで子どもが不正に走ったりす ケースが少なくない、
教育心理学では、
良い環境づくりを提唱している。
山本有三
もこういう科学的なも を腺誼して主人公に子どもに悪い真 を告白させなかったのである。
よい棗境や家庭関係は少年達にとっ
て必要な のであるから、
なんでも無差別にしゃぺることは決し
ていい事ではないと 意識が有三の告白観に潜在している。
そ
れには現実的な意義があると思う。有三の文学は現実主義から出発して破滅と無解決を好まず、
正
しく生きようとする人間に自ら改普してゆく力を与えているのが特徴である。
こういう特徴に基づいた有三の告白観は従来のもの
と本笠的に異なる。有三の告白観 は二派の構造がある。
その一
は、
不正を告白して人間の心の平穏を取り戻すことである。
その
二は、
不正を告白しないで行為で償うことであ
る。
有三はこの二
者を統合して、
その告白観を理想の境地にまで至らせたのである。
謝辞、
この論文は赤羽先生のご指祁のもとに柑いたものである。
ここで感謝の意 表す。
（閃山大学大学院文化科学研究科）
注
注一、「北村透谷集」「各人心宮内の秘宮」(P九五）明治文学全集による。
二、「夏目漱石集」「こころ
J
(P七五四）新潮社
三、「有島武郎の「一房の葡菊」における罪意紐の欠落」赤羽先生、「国
領国文解釈昭和六十一ー一年九月サP三三」
．
四、
永野府先生は山本布三の長女のご主人
で、
元東京学芸大学教授で
あった。「山本布三評伝•新灯科」を一二八回にわたって「国文学鮒釈と芦代」に追栽した。布三文学を研究するのに、
とても貨瓜な女科である。
五、「はな」は山本有 の洟である。六
、
内村茫三は燕教会主義キリスト教の創始者である。
七、
阿部知二の「山本有三とヒューマニズム」『近代文学芦代講座』第
十二巻による。
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